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横当島から得られたトカラ列島初記録のイトマンオオキンギョ Meganthias kingyo
（ハタ科：ハナダイ亜科）

和田英敏 1・前川隆則 2・本村浩之 3

A single male specimen (272.0 mm standard length) of a 
poorly known anthiadine fish Meganthias kingyo (Kon, Yoshino 
and Sakurai, 2000), previously known from Japan, Philippines 
and Indonesia, was collected from Yokoate-jima island, Tokara 
Islands in the middle of the Ryukyu Archipelago, Japan. In Jap-
anese waters, M. kingyo has been recorded only from the Uji, 
Miyako, and Yaeyama islands. Thus, the specimen, described 
herein dertail, represents the first record from the Tokara Islands.
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 Abstract

ハタ科ハナダイ亜科イトマンオオキンギョ属（Serra-

nidae: Anthiadinae: Meganthias Randall and Heemstra, 2006）は，

臀鰭軟条数が 8–9，体高が高く，標準体長の 45.5–54.1%，

前鰓蓋骨後縁が鋸歯を備え，隅角部に棘または発達した

鋸歯をもたない，鰓蓋棘の第 2棘が第 1棘とよく離れ，

第 3棘とよく接近する，主上顎骨背後角が丸い，および

両顎の犬歯状歯が前上顎骨側部の歯より短いか同大で

あることなどの形態的特徴をもつ（Randall and Heemstra, 

2006；瀬能，2013）．本属はこれまでに M. natalensis (Fowler, 

1925)，イトマンオオキンギョ M. kingyo (Kon, Yoshino and 

Sakurai, 2000)，M. carpenteri Anderson, 2006，および M. fili-

ferus Randall and Heemstra, 2008の4有効種が知られており，

このうちイトマンオオキンギョのみが日本国内に分布する

（Randall and Heemstra, 2006, 2008；Anderson, 2006；Fricke 

et al., 2020；本村，2020）．

2020年 5月 30日にトカラ列島横当島から 1個体（標

準体長 272.0 mm）のイトマンオオキンギョが釣獲された．

本種はこれまでに日本，フィリピン，およびインドネシア

からのみ知られており（Kon et al., 2000；Peristiwady et al., 

2015；Saceda-Cardoza and Bos, 2017），国内においては宇治

群島，宮古諸島，および八重山諸島からのみ記録されてい

る（Kon et al., 2000；大富，2013；瀬能，2013）．このうち

標本にもとづく記録は原記載に限られるため，本標本は本

種のトカラ列島における初記録かつ国内における標本にも

とづく 2例目の記録となるためここに報告し，形態と色彩

を詳細に記載する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1958)にし

たがった．標準体長（standard length）は体長または SLと

表記した．生鮮時の色彩の記載は，固定前に撮影された

カラー写真（Fig. 1）に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用い

た標本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されており，

上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されてい

る．研究機関略号は Sabaj (2019)にしたがった．

Meganthias kingyo (Kon, Yoshino and Sakurai, 2000)

イトマンオオキンギョ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標 本　KAUM–I. 143040，体長 272.0 mm，雄，鹿児島

県トカラ列島横当島近海，水深 300 m，一本釣り，2020年

5月 30日，白間秀和採集．

記載　計数値と体各部の体長に対する割合（%）を

Table 1に示す．体は前後方向にやや長い楕円形で側扁す

る．頭部背縁は上唇の直後でわずかに凹み，眼の上縁の直

前で隆起し，瞳孔の直上においてわずかに凹み，両眼間隔

域から後頭部まではほぼ直線．体高は第 1背鰭棘起部にお

いて最大となる．背鰭第 1棘起部から第 10棘起部までの

体背縁と腹鰭棘起部から臀鰭第 1棘起部までの体腹縁はほ
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ぼ平行．鼻孔は 2対で眼窩前端付近に位置する．前鼻孔は

管状で，後鼻孔と近接する．後鼻孔は背腹方向に長い卵円

形で，皮弁をもたない．前鰓蓋骨の腹縁から後縁にかけ

て 59–63本の鋸歯をもち，隅角部の鋸歯は腹縁および後縁

のものとほぼ同大．下鰓蓋骨後縁の下部と間鰓蓋骨後縁の

上端にそれぞれ 2–3本と 8–9本の鋸歯をもつ．主鰓蓋骨上

部には 3本の棘をもち，第 2棘は第 1棘とよく離れ，第 3

棘とよく接近する．口は大きく，後下方に向かって傾斜す

る．主上顎骨の背後角は丸く，後端は瞳孔中央の直下に達

する．両顎の前端に短い犬歯状歯が密に分布し，前端より

後方には前端の犬歯状歯よりわずかに長いか同大の細い円

錐歯が密生し絨毛状歯帯を形成する．前上顎骨側部の歯は

湾曲しない．鋤骨と口蓋骨に絨毛状歯帯をもち，鋤骨の

歯帯は角の丸い三角形を呈し，口蓋骨の歯帯は前後方向

に長い紡錘形を呈する．舌の中央部に円形の絨毛状歯帯を

もつ．頭部は両顎の唇，頤，および鰓蓋膜を除き櫛鱗で被

われる．体は全体が櫛鱗で被われる．各鰭の基底付近から

縁辺部を除く鰭膜の 1/3–2/3は細かい櫛鱗で被われる．側

線は上擬鎖骨上端の直後から延長し，尾鰭基部に達する．

側線鱗は管状に開孔した櫛鱗からなる．背鰭起部は腹鰭

起部のほぼ直上に位置する．各鰭の軟条は糸状に伸長し

ない．背鰭第 3–10棘はほぼ同長であり，第 6棘は最も長

く，頭長の 34.6%．背鰭第 1–6軟条は葉状に伸長する．背

鰭第 3軟条は最も長く，頭長の 88.0%．臀鰭第 3棘は第 1，

2棘と比較して明瞭に長く，頭長の 37.2%であり，臀鰭第

2棘長は第 3棘長の 80.5%．臀鰭第 3軟条はもっとも長く，

頭長の 77.0%．尾鰭は深い湾入形で，両葉はそれぞれ幅広

く，後端は丸みを帯び，下葉に対して上葉がわずかに長い．

対鰭はいずれも頭長より短い．胸鰭第 8–11軟条は伸長し，

肉厚な鰭膜に被われ，後端は臀鰭始部の直上に達する．腹

鰭は扇状で，後縁は丸みを帯び，後端は背鰭第 10棘起部

の直上に達する．

生鮮時の色彩（Fig. 1）　体は体側上半部で赤味の強い
赤橙色であり，とくに側線の上方ではより赤味が強くなり，

体側下半部ではやや白色がかった赤橙色を呈する．体側面

に黒斑や横帯などの模様をもたない．頭部側面上半は赤味

の強い赤橙色で，吻部前端から主上顎骨後端直上までの頭

部側面に複数の不定形の黄色斑をもち，下半部では白色が

かった赤橙色を呈する．両顎の唇は暗い赤橙色で，前端部

はやや紫色がかる．主上顎骨は赤橙色で，後半部はやや白

色を帯びる．背鰭棘条部は明るい黄色．背鰭軟条部の地色

は明るい赤橙色で，葉状部の軟条の先端は黄色味を帯び，

その他の軟条の後縁はやや白色がかる．臀鰭の地色は明る

い赤橙色で，第 1棘から第 8軟条までの後縁は黄色味を帯

びる．尾鰭の地色はやや黄色味がかった赤橙色で，周縁は

紫色がかる．胸鰭は黄色味を帯びた淡い赤橙色で，肉厚に

発達した鰭膜は白色がかる．腹鰭鰭条は黄色味の強い赤橙

色．

分布　Meganthias kingyoはこれまでに日本，フィリピ

ン，およびインドネシアからのみ記録されている（Kon et 

al., 2000；Peristiwady et al., 2015；Saceda-Cardoza and Bos, 

2017；Fig. 2）．国内においては宇治群島近海と琉球列島南

Fig. 1. Fresh male specimen of Meganthias kingyo from Tokara Islands, Ryukyu Islands, Japan (KAUM–I. 143040, 272.0 mm SL).
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部にあたる宮古島と八重山諸島からのみ記録されていたが

（Kon et al., 2000；大富，2013；瀬能，2013），本研究によ

り琉球列島中央部にあたるトカラ列島横当島から記録され

た．

備考　横当島産の 1標本は，臀鰭軟条数が 8，体高が体

長の 50.3%，背鰭第 3–10棘がほぼ同長であり，背鰭最長

棘長が頭長の 34.6%，臀鰭第 3棘が第 2棘よりも明瞭に長

く，臀鰭第 2棘が第 3棘の 80.5%，前鰓蓋骨の腹縁から後

縁にかけて 59–63本の鋸歯をもち，隅角部の鋸歯が腹縁

および後縁のものとほぼ同大，鰓蓋棘の第 2棘が第 1棘

とよく離れ，第 3棘とよく接近する，頭部背縁が眼の上縁

の直前で隆起する，主上顎骨背後角が丸い，両顎の犬歯状

歯が前上顎骨側部の歯より短いか同大，鋤骨の歯帯が角の

丸い三角形を呈する，および舌の中央部に円形の絨毛状

歯帯をもつことなどの形態的特徴が Randall and Heemstra 

(2006)の示した Meganthiasの雄の個体の特徴に一致した．

さらに本標本は胸鰭鰭条数が 16，臀鰭最長軟条長が頭長

の 77.0%，尾鰭長が体長の 44.8%，背鰭の軟条が糸状に伸

長しない，尾鰭が深い湾入形で，両葉がそれぞれ幅広く，

後端は丸みを帯びる，および生鮮時の体側面が主に赤橙色

で黄色の色彩をもたず，腹側において白色がかり，各鰭が

主に赤色であることなどの形態的特徴が Kon et al. (2000)，

Randall and Heemstra (2006)，および Peristiwady et al. (2015)

の示した M. kingyo［Kon et al. (2000)では Holanthias kin-

gyo，後述］の特徴とよく一致したため，本種に同定された．

なお Kon et al. (2000)が示したホロタイプとパラタイプの

背鰭最長軟条長と臀鰭最長軟条長の体長に占める割合は，

全身写真から判断される値よりも明瞭に大きいことから

（Kon et al., 2000: fig. 1, table 1; Table 1），これらの正確な値

は標本を参照し再度検討を行う必要がある．

本標本は上記の特徴の組み合わせによりインド洋西

部に分布する M. natalensis，大西洋東部に分布する M. 

carpenteri，およびインド南西岸からアンダマン海にかけ

てのインド洋に分布する M. filiferusとも明瞭に識別される

Present study Kon et al. (2000) Peristiwady et al. (2015)
Tokara Is. Miyako Is. Yaeyama Is. Sulawesi
Non-type Holotype Paratype Non-types Non-types
KAUM–I. 

143040
URM-P 
18748

URM-P 
28315 n = 4 n = 4

male male female males females
Standard length (SL; mm) 272.0 277.6 236.2 185.5–209.5 133.8–180.5
Counts

Dorsal-fin rays X, 17 X, 17 X, 16 X, 17–18 X, 18
Anal-fin rays III, 9 III, 9 III, 9 III, 9 III, 9
Pectoral-fin rays ii, 14 ii, 14 ii, 14 ii, 13–14 ii, 14
Pored lateral-line scales 48 46 47 44–49 45–48
Scale rows above lateral line 10.5 10.5 9.5 9–11 9–11
Scale rows below lateral line 27.5 27.5 27.5 28–29 28–29
Total gill rakers 37 34 36 37–38 36–38

Measurements (% of SL)
Body depth 50.3 51.1 54.4 49.8–53.8 (51.5) 49.5–54.7 (52.3)
Head length 36.8 36.7 38.1 37.2–38.1 (37.7) 38.1–39.3 (38.8)
Snout length 10.2 10.4 9.5 8.7–9.3 (9.1) 7.7–9.0 (8.4)
Orbit diameter 9.2 9.8 11.1 10.0–12.6 (11.2) 11.8–13.8 (13.0)
Interorbital width 12.3 12.9 11.9 11.6–13.1 (12.3) 11.9–12.3 (12.0)
Maxillary length 17.8 18.3 18.4 13.0–17.3 (16.0) 12.1–17.6 (14.8)
First dorsal-fin spine length 5.5 6.3 5.8 5.9–6.7 (6.3) 5.5–7.6 (6.6)
Second dorsal-fin spine length 9.1 8.6 10.2 9.2–10.1 (9.7) 10.3–11.0 (10.7)
Third dorsal-fin spine length 11.7 12.1 12.8 11.7–14.1 (13.3) 14.3–16.3 (14.9)
Penultimate dorsal-fin spine length 11.6 12.4 14.4 13.9–15.3 (14.6) 15.8–17.5 (16.4)
Last dorsal-fin spine length 12.4 13.3 13.8 12.6–15.5 (14.3) 13.7–16.2 (15.0)
Longest dorsal-fin soft ray length 32.4 39.6 51.7 26.8–32.3 (28.8) 24.3–27.1 (25.9)
First anal-fin spine length 6.7 6.8 7.2 7.0–7.6 (7.3) 6.9–8.5 (7.8)
Second anal-fin spine length 11.0 11.2 13.4 11.7–13.6 (12.9) 12.7–15.0 (13.9)
Third anal-fin spine length 13.7 14.5 15.8 14.5–16.0 (15.4) 16.0–17.0 (16.3)
Longest anal-fin soft ray length 28.3 33.3 27.1 24.5–28.0 (26.2) 24.1–25.9 (25.0)
Caudal-fin length 44.8 51.0 40.9 34.1–40.1 (37.5) 31.7–34.2 (33.1)
Caudal-peduncle length 19.9 20.4 20.4 20.2–21.2 (20.6) 19.5–21.2 (20.5)
Caudal-peduncle depth 14.6 14.5 14.1 13.9–14.6 (14.1) 13.6–14.8 (14.3)
Pectoral-fin length 32.7 33.9 29.9 33.6–35.3 (34.3) 32.9–35.5 (34.2)
Pelvic-fin spine length 15.8 16.1 16.3 18.5–18.7 (18.6) 18.7–20.1 (19.3)
Pelvic-fin length 30.0 33.9 29.9 30.5–32.1 (31.1) 29.6–33.0 (31.2)

Table 1. Counts and proportional measurements, expressed as percentages of SL, of Meganthias kingyo. Means in Indonesian speci-
mens in parentheses.
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（Randall and Heemstra, 2006, 2008；Anderson, 2006）．

Holanthias kingyoは Kon et al. (2000)により宮古島と八

重山諸島から得られた標本にもとづき Holanthias Günther, 

1868に帰属する新種として記載され，この際に本種に対

して標準和名イトマンオオキンギョが提唱された．その

後，Randall and Heemstra (2006)はそれまで Holanthiasの

新参異名として扱われていた Odontanthias Bleeker, 1873の

分類学的再検討の過程で，Holanthiasは東大西洋固有の

属であり，H. kingyoの本属への帰属が誤りであることを

指摘した．さらに彼らはこの報告の中で Sacura natalensis 

Fowler, 1925をタイプ種として新属 Meganthiasを設立し，

H. kingyoの帰属を Meganthiasとした．本研究では Randall 

and Heemstra (2006)の見解にしたがい，標準和名イトマン

オオキンギョに適用すべき学名を M. kingyoとした．

イトマンオオキンギョの分布は上述の「分布」の項に

示したとおりである．本種の国内における記録は宮古島と

八重山諸島産の標本にもとづく原記載と，標本が残されて

いない宇治群島近海における記録に限られるため（Kon et 

al., 2000；大富，2013；瀬能，2013），記載標本は本種のト

カラ列島における記録であるとともに，国内 3例目かつ標

本にもとづく 2例目の記録となる．イトマンオオキンギョ

の横当島における分布記録は，分布の空白を埋めるもので

あり，本種が宇治群島近海から琉球列島にかけて広く分布

することを示唆する．

イトマンオオキンギョを含む多くのハナダイ亜科魚類

は比較的深場の入り組んだ岩礁やサンゴ礁などに生息して

おり，採集方法が限られることから研究施設に登録され

ている標本数が世界的に少なく，生物学的知見が乏しい

という問題が指摘されており（Randall, 1996；Randall and 

Heemstra, 2008；Heemstra and Randall, 2009; Allen and Walsh, 

2015），2017年に公表された環境省版海洋生物レッドリス

トにおいて，本種を含む希少性が著しく高い 9種のハナダ

イ亜科魚類が絶滅危惧評価の対象とされながらも情報不

足（DD）の評価が下されている（環境省，2017a；木村ほ

か，2018）．環境省版レッドリストにおける情報不足は，

環境条件の変化によって，容易に絶滅危惧のカテゴリーに

移行しうる属性を有するが，カテゴリーを判定するに足る

情報が得られていない種と定義されているため（環境省，

2017b；木村ほか，2018），これらの種について正しく希少

性を評価するためには常習的な情報の収集と，標本にもと

づく記録などの再現性が担保される正確な情報の蓄積が必

要となる．
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および鹿児島大学重点領域研究環境（生物多様性・島嶼プ

ロジェクト）学長裁量経費の援助を受けた．
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